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用的に BL を実施することは困難である． 
 
 そこで本研究では，初修中国語学習における効果的な BL を実現するために，インストラ
クショナルデザイン（Instructional Design；以下 ID）に基づく設計手法を提案し，その開
発，実践を行った． 







 また，BL における学習意欲をより高めるために，動機づけの観点から，ID の動機づけ
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外さなかった 65%の大学でも，基本的には多くて週 2 コマ 1 年間（90 時間），少なけれ














                                                   
































                                                   























としており(16) 注 2），それを実現するための試みとして，下記に示す BL が実践されている． 
 
(a) 中国語における BL 
 まず，初修中国語 BL に関する既存研究として，① 授業完全同期型 Web コンテンツに
よる BL，② Blackboard Learning System を活用した BL，③ Podcast を活用した BL， 
 
                                                   




注 2）郭(2007)によると，第二外中国語における授業目標は，ほとんどの大学で，シラバスに明記されてい  
るが，一般的には，週 2 回 1 年の授業の目標は：① 発音基礎のマスター，② 基本文法や単語の習








④ TA を導入した BL，⑤ 学習データを活用した BL，という五つの実践例を取り上げて
分析を行う． 
 
① 授業完全同期型 Web コンテンツによる BL(17) 
 湯山・武田は，成蹊大学において，授業と完全同期型となるオリジナル Web コンテン
ツ『発音と語法の基礎』による実践を行っている．この授業完全同期型 Web コンテンツ































修中国語学習のための BL を概観するとともに，それらの利点，欠点を分析する． 
 
② Blackboard Learning System を活用した BL(14) 











③ Podcast を活用した BL(26) 
 郭・小林は，大阪女学院において，RSS 注 2）を利用してインターネット上で動画や音声
を配信する仕組みである Podcast を活用し，毎回授業終了後に，当日の授業における重点
学習項目を作成し，インターネット上で配信することで，学習者に復習させている．復習
                                                   
注 1）Blackboard 社提供のコース管理システム・学習管理システム． 















④ TA を導入した BL(27) 
 氷野・沈は，関西大学において，学習支援型 e ラーニングシステムとしての LMS（学習


















ているように，このような TA による全面的な支援を前提とした BL の実施は，実践者の
資源にゆだねられ，また，使用するコンテンツの作成だけでなく，その取捨選択について
も，TA の経験やスキルに大きく左右されるという課題がある．  
 
⑤ 学習データを活用した BL(28) 
 鈴木は，法政大学において，授業同期型 e ラーニング・システム e Homework ! を利用
した授業外学習の強化の取り組みを行っている．すなわち，授業用教科書から自宅学習に














業活動と e ラーニングによる復習活動の連携方法が必ずしも明確化されておらず，BL 全
体の活動内容を体系的に規定するものとはなっていない． 
 
 (b) 中国語以外の第二外国語における BL 
 次に，ドイツ語やフランス語など，中国語以外の初修第二外国語における BL に関する
既存研究として，① 汎用型 e ラーニング教材利用の BL，② 繰り返し練習用 e ラーニン





① 汎用型 e ラーニング教材利用の BL(29) 注）  
 茂木らは，早稲田大学教育学部の英語を除くの外国語の授業，具体的には，ドイツ語，
フランス語，中国語，ロシア語，スペイン語の各授業において，従来の対面授業と，Web
上で利用可能な授業支援ポータルシステムである Course N＠vi による e ラーニングを組

















すなわち，2 名の教員が，1 名は CALL 教室で，もう 1 名は CALL 環境のない普通教室で，
それぞれ BL を実践する授業を行った． 
 はじめに，CALL 教室における授業の流れとしては，対面による解説を行った後に，学
                                                   
注）茂木らの実践は，1 年次においては汎用型 e ラーニング教材よる BL であるが，2 年次の講読授業にお 
いては，授業内容と連携した e ラーニング教材を利用した BL である．ここでは，第二外国語の初年












 なお，初年次の 12 月末において，学習効果を検証するために，ドイツ語技能検定（独
検）試験 4 級の問題を利用した実力テストを実施し，その結果，授業教室にコンピュータ
があったか否かは学習効果に大きな影響を与えなかったことが確認された．また，独検 4
級筆記試験の合格レベルに到達できた学習者が，両クラス総計 42 人中 9 人いるなど，BL
の実践がある程度成果を上げたが，一方，学習者たちが e ラーニングの量を多いと感じて
いることも確認された． 
 確かに，このような自動繰り返し学習機能を有する e ラーニング教材により，未習熟の
箇所を繰り返して練習することで，基礎学習事項の習熟が期待できる．しかしながら，単
調な繰り返し練習や練習量が多いことにより，学習意欲が低下し，学習を継続することが









せ＞2013」），それらを活用した BL を実践している．この BL では，授業時に Web 教
11 
 




なお，この機能の利用により，2013 年度前期（2 クラス 42 名受講者）で実践したところ，





 (2) 第一外国語としての英語学習のための BL 
 以上に示した第二外国語と比較し，英語は，一般に，EGP（English for General 
Purposes：「一般目的の英語」）と ESP（English for Specific Purposes：「特定目的の





られるなかで，近年，e ラーニングを活用した BL が注目されるようになった．以下では，
そのなかから，英語における BL の典型を示す実践例として，① リメディアル教育のため
の BL，② Podcast による BL，③ 読解学習のための BL，④ 医学用語 BL を取り上げて
                                                   




求められると主張し，さらに，EAP（English for Academic Purposes：「学術目的の英語」）を基本
として，EGAP（English for General Academic Purposes：「一般学術目的の英語」）と ESAP（English 
for Specific Academic Purposes：「特定学術目的の英語」）という分類を提案している．すなわち，
全学共通科目では EGAP を，専門科目では ESAP を対象とすることになる(32)．中部大学の大門ら
(2010)は，同大学の英語教育に関する新カリキュラムの策定に当たって，田地・水光の提案を受け入
れ，反映させるべきことを主張している(33)．このように，同分類は，今後，徐々に受け入れられてい






① リメディアル教育のための BL(34) 








価は，定期テスト 40%，平常点 60%（e ラーニング 40%，小テスト 10%，課題 10%）と
し，e ラーニングでの学習に強制力をもたせている．その結果，受講者はほぼ全員がオリ
ジナル e ラーニング教材を完全に習得し終えたと報告されている． 
 





語において，Podcast 素材から LMS 上での使用に特化した WBT 教材を作成し，これに
よる聴取及びディクテーションという教室外の自習と，その内容に関する多肢選択式テス


























④ 医学用語 BL(36) 
















それによって e ラーニングでの学習を促している．こうした e ラーニングと対面授業を連
携させた BL を成立させるために，学習管理システムは，e ラーニング教材を提供したり，
学習履歴を提示することで，利用者による学習管理，進捗状況把握，授業におけるフィー






1.1.3 既存の BL の問題点 
 一般に，外国語学習においては，2.3 節で詳述する「提示」，「理解」，「練習」，「産
出」という 4 種類の学習活動が不可欠である．すなわち，外国語学習における BL を適切





 また，一般に，初修語学 e ラーニングでは，教師や他の学習者の介在による動機づけが
限定的となるため，対面授業と比べ，教材自体による動機づけがより重要となる．すなわ











いる(15)．この問題は，初修中国語学習のための BL 研究においても顕著である．  
 以上，初修中国語学習においては，学習意欲の向上，自学自習の促進，学習効果の向上







ID）理論に基づき，中国語学習のための効果的な BL の学習プロセス，及びそのための e
ラーニング教材の設計手法を明らかにする．また，提案手法に基づき，実授業を対象にし
た実証実験を行い，その有効性を検証する．さらに，提案 BL の汎用化のため，確認した





して，e ラーニングや BL を設計する際の参考とされ(37)，日本においても，高等学校英語
教育におけるブレンド型の授業やプログラミング教育の開発などに適用されつつある (38) 
(39)． 














 本論文は，全 5 章から構成される（図 1.1）． 
2 章と 3 章では，序論で述べた課題を踏まえ，ID 理論に基づき，第二外国語としての
初修中国語学習のため BL の設計手法を明らかにする． 
まず，2 章では，ID の基本的理論であるガニェの 9 教授事象に基づき，3 段階学習プロ
セスを提案し，学習活動，連携方法，指導方略，評価方法を明らかにする．また，本提案







次に，2 章で提案した 3 段階学習プロセスを前提とし，3 章では，動機づけの観点から，







4 章では，2 章と 3 章の研究成果を踏まえ，提案 BL の本格的な実践に向け，使用する
一連の教材や教授用資料をより使いやすく，また学習管理システムも他の教員や学習者が
利用できるようにするために，提案手法に基づき，大学中国語教科書出版における初の試







































































  2 章 初修中国語 BL のための 
     3 段階学習プロセスの提案 
 
・ガニェの 9 教授事象に基づく 3 段階学習プロセスの提案 
・3 段階学習プロセスのための BL 環境の構築 
・3 段階学習プロセスの有効性評価 
・3 段階学習プロセスの非語学系学科への適用可能性の検証 
4章 初修中国語 BL用教科書の開発 
  







   3 章 初修中国語 BLのための 
      eラーニング教材設計指針の作成 
 
・ARCS モデルに基づく e ラーニング教材動機づけ設計指針の作成 





2 章 初修中国語BLための3段階学習プロセスの提 
    案 
 
2.1 はじめに 
本章では，1 章で確認した課題を踏まえ，初修中国語学習における効果的な BL を実現
するために，一般的な語学学習理論を踏まえつつ，ID の基本的理論であるガニェの 9 教授
事象に基づき，学習プロセスの設計手法を提案し，学習活動，連携方法，指導方略，評価
方法を明らかにする．また，提案学習プロセスによる BL を実現するために，中国語復習
用 e ラーニング教材の設計，教材作成ツール Hot Potatoes を利用した教材の開発方法，及








 本節では，改めて初修中国語 BL における既存の関連研究を概観し，その具体的な課題
を確認する．なお，ここでは，本研究で対象とする，通常の対面授業と授業時間外 e ラー
ニングによる BL とする． 







































表 2.1 初修中国語における授業時間外 eラーニングによる既存の BL 
既存の BL 
分析項目 
李(1) 郭・小林(2) 氷野・沈(3) 鈴木(4) 
1) 理論的枠組み ― ― ― ― 
2) 学習活動と指導方略     
 ① 授業内の学習活動 ― ― ― ― 
 ② 指導方略 ― ― ― ― 












④ e ラーニングにおける 
  フィードバック 
― ― ― ― 
 
⑤ e ラーニングの実施状況 
  に応じたフィードバック 







 ⑥ 学習活動間の連携方法 ― ― ― ― 















































表 2.2 ガニェの 9 教授事象 
1.  学習者の注意を喚起する 
2.  授業の目標を知らせる 
3.  前提条件を思い出させる 
4.  新しい事項を提示する 
5.  学習の指針を与える 
6.  練習の機会をつくる 
7.  フィードバックを与える 
8.  学習の成果を評価する 









解」，「練習」，「産出」の 4 種類からなる(8)． 



































教授事象とを表 2.3 に示す形で対応づけて学習プロセスの構成を議論する． 
 
表 2.3  ガニェの 9 教授事象と初修中国語学習活動との対応 
ガニェの 9 教授事象 初修中国語学習活動 










































き，対面授業，及びこれと連携した e ラーニングからなる BL による 3 段階学習プロセス
を提案する（図 2.1）． 
 本提案学習プロセスでは，まず，段階 1 の対面授業において，新しい内容を学び，練習
する．続く段階 2 では，授業後に授業内容と連携したドリル形式の e ラーニングによる自
習を導入し，単語や文型をはじめとする音声面を重視したクイズや反復練習を行い，その


























2.4～表 2.6 に示す． 







































































  不正確な発音や読み間違った部分について訂正する． 








  を行う． 
・フィードバック 
  コミュニケーションに支障を与える誤りについて訂正する．例えば，  



























(2) 聞く練習（5 分） 
練習した単語を取り入れた会話や短文の意味を聞き取る． 
 















































2.4 3段階学習プロセスのための BL環境の構築 
 本節では，2.3 節の提案に基づく具体的な教材の設計とそれを実現する BL 環境の構築，
すなわち Hot Potatoes を利用した中国語復習用 e ラーニング教材の開発，及び Moodle を
利用した教材提供と学習管理について述べる(13)． 
 
2.4.1 中国語復習用 e ラーニング教材の設計 
本復習用 e ラーニング教材は，2.3 節で提案する 3 段階学習プロセスにおける段階 2「授
業後の e ラーニング」で使用する教材である．本教材は，対面授業における学習内容に基




それぞれの練習内容，問題形式，問題数及び想定学習時間を表 2.7 に示す． 





また，本 e ラーニング教材の設計では，対面授業の進捗に合わせて練習できるよう，後 
 
表 2.7 会話学習の各回の復習内容 
練習内容 問題形式 問題数 想定学習時間 
単語練習   多肢選択  10 問程度     5 分 
聞く練習   多肢選択  10 問程度     5 分 
書き取り練習   穴埋め  10 問程度    10 分 
















2.4.2 Hot Potatoes による中国語復習用 e ラーニング教材の開発 






を GUI の操作により容易に作成することができる． 









Potatoes で提供されている JQuiz，JCloze，JMix の 3 形式を用いて e ラーニング教材開
発を行った．特に中国語学習教材として音声面を重視し，すべての練習に音声データを付
す形とした．  












しを与えている．図 2.2 に作成した e ラーニング教材の実行例を示す． 
 
 
図 2.2 作成した e ラーニング教材の実行例 
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2.4.3 Moodle による教材提供と学習管理 
本研究では，学習者の学習状況を把握するために，開発した教材を学習管理システム
Moodle により提供し，その学習履歴も Moodle により管理することとした． 









した（図 2.4，図 2.5）． 
 
 




























この実験は， T 大学教養学部言語文化学科の初年次教育として通年開講される週 3 コマ
中国語授業のうち，筆者が 1 コマ分を担当する「中国語会話Ⅰ」が対象である．この中国
語授業は，2009 年度までは，筆者と他の 2 名の日本人教師 A，B とが共同で同一クラスを
担当し，共通の教科書を利用して授業を進めた．2010 度は，筆者が 1 コマ，日本人教師 A
が 1 名で 2 コマ分の授業を担当した．各年度の被験者数は，2008 年度は 23 名（男性 6 名，
女性 17 名），2009 年度は 23 名（男性 3 名，女性 20 名），2010 年度は 29 名（男性 6
名，女性 23 名）である． 
まず，2009 年度の 4～6 月に，試作した Web 復習教材（学習管理システムなし）によ




表 2.8 各年度の学習形態 
年度 前期 後期 
 
発音 
ユニット 1 ユニット 2 ユニット 3 
第 1～4 課 第 5～6 課 第 7～8 課 第 9～12 課 
～2008  教科書に付属の CD-ROM を利用した従来の学習形態 
2009 Web 復習教材利用 従来の学習形態（同上） 
e ラーニング復習教材による 
提案 BL の試行実験 






































表 2.9  2009 年度発音学習の復習実施率 
調査回（授業回） 1 回目（第 3 回） 2 回目（第 4 回） 3 回目（第 6 回） 
実施率 67.9% 65.5% 31.0% 
  n = 23, （1～2回目は無記名アンケート，3回目は自己申告により確認） 
 
表 2.10  2010年度発音学習の復習実施率 
授業回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 
実施率 89.7％ 93.1% 96.6% 89.7％ 100% 
      n = 29, （学習履歴により確認） 
   第1~2回の課題は授業で練習したため，復習課題としての正規の取組みは第3回からとなる． 
 
表 2.11 2009年度従来の学習形態による本課学習の復習実施状況 
 全くせず 10 分未満 10～20 分 20～30 分 30 分以上 
人数比  39.1% 43.5% 13.0% 0% 4.4% 
       n = 23,（記名アンケートにより確認） 
 
 
図 2.6 2010 年度本課学習の復習の実施率 



















表 2.12 定期試験の結果 
 ① 2008 年度 
(n = 23) 
② 2009 年度 
(n = 23) 
③ 2010 年度 





定期試験 M SD M SD M SD 結果 結果 
発音＆ 
ユニット 1 
86.0  9.7 80.9  8.9 91.3  6.0 * ** 
ユニット 2 79.8 16.2 81.1 13.4 84.0 13.0 ― ― 
ユニット 3 73.7 18.8 80.9 12.3 88.1 10.2 ** * 
M：平均値，SD：標準偏差（表 2.13も同様） 
1)  ―は，有意な差はないことを表す． 
2)  **は，2010年度の得点が2008年度か2009年度より高く，かつ1%で有意な差があることを表す．  






表 2.13 ユニット 3 の有意差検定結果 
 ① 2008 年度 
(n = 23) 
② 2009 年度 
(n = 23) 
③ 2010 年度 







M SD M SD M SD 結果 結果 
単語 
（20 点） 
10.7  5.9 15.9  4.4 15.7  4.3 **  ― 
文法 
（20 点） 
17.3  4.0 18.6  1.9 18.8  1.7 ― ― 
リスニング 
（30 点） 
26.5  5.2 28.0  3.3 29.5  1.1 **  ― 
和文中訳 
（30 点） 
19.5  7.8 18.4  5.9 24.2  5.6 *  **  
合計 
（100 点） 
73.7 18.8 80.9 12.3 88.1 10.2 ** *  
―，**，* の各記号は，表 2.12 と共通   
 
 









































2.5.3 3 段階学習プロセスの有効性の考察 




対し，2010 年度における BL では，全期間を通じて 8 割から 9 割前後の高い復習実施率が
確認された．  
 また，定期試験の結果を見ると，既に 2009 年度ユニット 3 における試行実験からもそ
の効果が予想される結果が得られたが，本提案学習プロセスを通年にわたって適用した
2010 年度では，一定以上の効果が確認された．具体的には，ここ数年来定期試験の平均点
が下降をたどるなかで，2010 年度の平均点が上昇し，統計を取り始めた過去 7 年間のう
ちで 1 番目若しくは 2 番目に高い結果となり，特に，ユニット 3 の試験結果の上昇が大き
かったことが確認できる．  
 こうした高い復習実施率や一定の学習効果の実現は，授業内容に基づいた e ラーニング
による復習の実施，次回授業時における復習内容に関する確認テストの実施とそれに基づ
く発展学習としてのコミュニケーション活動の実施による，一連の体系的な学習の効果に




























2.6.1 3 段階学習プロセスの適用可能性の検証課題 
 2.5 節では，提案手法に基づき，2010 年度 T 大学教養学部言語文化学科 1 年次の通年の
実授業を対象に実施した実証実験から，提案手法による効果を確認した(18)． 
 この T 大学言語文化学科（以下，T 大）は言語専攻の学科であり，初修中国語の授業は，
中国語学習課程の入門基礎として重要な位置を占めている．具体的には，同学科では外国






外国語，選択必修科目ないしは選択科目として開設され，授業数も週に 2 コマないし 1 コ











 これまで，本研究で提案する 3 段階学習プロセスによる BL の効果を T 大において確認
することができたが，非語学系学科の授業に対する適用可能性は明らかにできていない．
そこで本節では，2012 年度 M 女子大学（以下，M 大）の非語学系学科において開講され
ている授業を対象として，提案 3 段階学習プロセスによる BL を実施し，これを 2008 年




 対象とする M 大の 1 年次初修中国語は，同大全 10 学科中，8 学科（いずれも非語学系）
を対象とする一般教育科目の第二外国語で，選択必修科目ないし選択科目として開講され
ている． 表 2.14 に示すように，これまで実験対象とした T 大と比較し，M 大のクラス







表 2.14 実験対象授業とその授業形式 
 学科 授業数 授業時間 担当教員 開講期間 












 本実験は，M 大 2012 年度初修中国語授業として開講される週 2 コマのうち，筆者が 1
コマ分を担当する前期「中国語ⅠB(d) 」の 2 クラスと後期「中国語ⅡB(d) 」の 2 クラス
を対象とする．また，対象授業と対になる前期「中国語ⅠA(a)」と後期「中国語ⅡA(a)」
は，T 大における実験の連携者であった日本人教師 A が担当し，筆者と共通の教科書を利
用する形で連携して授業を進めた．具体的には，ネイティブである筆者が会話を中心に提
案 BL を実施し，日本人教師 A が文法や読解を中心に授業を行っている．両授業のクラス
構成は， 図 2.9 に示すように，受講者は完全には一致していないが，前期においては，
筆者が担当する 2 クラス計 30 名の受講者のうち，24 名が日本人教師 A 担当の授業を受講
している．後期においては， 前期メンバーから 2 名減少し，計 28 名のうち 22 名が日本
人教師 A 担当の授業を受講している． 












4人 7人 6人 11人 2人
日本人教師A担当
中国語ⅠA(a)




 (2) 実証手順 
 本実験に先立ち，2011 年度に, 提案手法による BL の準備とこれによる試行実験を行っ
た．ただし，2011 年 3 月の東日本大震災の影響により年度初めにおける e ラーニング環
境の準備が困難であったうえ，授業の開始を大幅に繰り下げる必要が生じるなどしたため, 
前期は従来の学習形態のままとし，後期から BL の試行を実施した．この試行結果に基づ










復習行動の観察を行い，実施した BL に対する感想や学習意欲を明らかにする． 





表 2.15 各年度の学習形態 
年度 前期 後期 
2008 教科書に付属の自習用 CD-ROM を利用した従来の学習形態 
2011 従来の学習形態（同上） e ラーニング復習教材による提案 BL 試行実験 





表 2.16 2012年度実験授業の実施概況 
 
前期 後期 
授業回 第 2～8 回 第 9～13 回 第 1～7 回 第 8～13 回 
学習単元 発音 
ユニット 1 
（第 1～4 課） 
ユニット 2 
（第 5～8 課） 
ユニット 3※ 
（第 9～11 課） 
※ ユニット 3 は第 12 課までとなっているが，本年度は第 11 課で終了となった． 
 
なお，2008 年度は，2012 年度と同一の教科書を使用し，筆者が第 1，3 課などの奇数
課を，日本人教師 A が偶数課をそれぞれ分担して連携授業を行っていた．2012 年度と比
べて，クラス編成（国際文化学科単独），授業時間（90 分），授業連携方法などが異なっ
ているが，しかし授業数，担当者，教科書は共通であり，また実施した定期試験の方法や
内容も，T 大及び 2012 年度実施するものと同一である．これにより，2012 年度の定期試






アンケート調査からは，復習を実施していたと回答した学習者は 37 人中 16 名，4 割強に
とどまっていたことが確認された．これに対し 2012 年度における提案 BL では，e ラーニ
ングによる復習の実施率は，前後期とも 9 割を超えることが多く，大幅に改善されたこと
が確認できる（表 2.17）．ただし，締切内の実施率を見ると，前期はほぼ 19～21 人（6
～7 割），後期は 10～14 人（3～5 割）で推移しており，特に後期において多くの学習者
が締切を守っていないことも確認できる．また，前期の発音学習後と後期の初めの段階で，
それぞれ 1 名ずつ，授業放棄者が出ていた． 
 これを T 大と比べると，同じ学習内容で，T 大の 2010 年度提案 BL の復習実施率は，
前期及び後期の前半では，9 割以上，後期の後半では，M 大より低く 8 割となっていた．
一方，締切内の実施率は，M 大より高く，比較可能な前期後半では 7～9 割，後期では第 
46 
 
表 2.17 2012年度の復習実施状況 
前期 
(n=30) 




29 29 30 29 29 29 28 28 29 29 25  
締切内 19 19 21 24 21 17 21 22 19 19 20 
後期 
(n=28) 





27 27 27 27 27 27 
 
27 25  
締切内 10 14 13 14 14 12 11 14 10 10 
 斜線は，e ラーニングによる復習課題を課さなかった授業回を示す．     （学習履歴により確認） 
 
1 回（2 割）を除き，5～7 割であった．授業放棄者は出ていなかったが，後期の後半に全
く復習を行わない学習者が 5 名いた(18)． 
 
(2)  定期試験結果 
 2012年度は，授業進度がユニット 3の途中までとなったため，試験は発音＆ユニット 1，
及びユニット 2 の 2 回とした．表 2.18 に定期試験の結果を示す．これを見ると，2012 年
度の平均点は 2008 年度を上回り，t 検定の結果からも有意な差が確認できる．また，T 大
と比較すると，T 大でも提案 BL を適用した 2010 年度の得点は，従来学習形態の 2008 年
度より高く，発音＆ユニット 1 においては有意な差があったが，ユニット 2 においては有
意な差が確認されなかった（表 2.19）． 
 
表 2.18 M 大の定期試験結果 
定期試験 
2008 年(n = 29) 2012 年度(n = 23, 20)注） 有意差検定(p < .05) 
M SD M SD t 結果 
発音＆ 
ユニット 1 
67.0 14.5 81.1  7.3 4.5 * 
ユニット 2 65.4 17.4 75.7 12.9 2.2 * 
M：平均，SD：標準偏差（表 2.19 も同様） 
注）実験対象者のうち，日本人教師 A 担当の中国語を履修し，かつ定期試験を受けた人数は，前期では 
  23 名，後期では 20 名である． 
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表 2.19 T 大の定期試験結果 
定期試験 
2008 年度(n = 23) 2010 年度(n = 29) 有意差検定(p < .05) 
M SD M SD t 結果 
発音＆ 
ユニット 1 
86.0  9.7 91.3  6.0 2.3 * 




図 2.10 学習者の感想 
 
(3) アンケート結果 
 図 2.10 に，2012 年度 M 大の後期末，及び 2010 年度 T 大の後期末にそれぞれ実施した
同趣旨のアンケートの結果を示す． 
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 また，自由記述欄では，この 3 段階学習プロセスによる BL への感想を求める質問に対







 こうした結果を T 大のアンケート結果と比較すると，T 大も多くの項目で，ほぼ同様に
高評価を得ていた．また，T 大の自由記述欄では，回答者 29 名のうち 27 名がこの学習形
態に対して感想を寄せ，このうち，肯定的なコメントが 26 件あった．否定的コメントの
件数は M 大より少なかったが，その内容は基本的に同じであった． 
 
2.6.5 3 段階学習プロセスの非語学系学科授業への適用可能性の考察 
 本研究が提案する 3 段階学習プロセスによる BL は，2.3 節でも述べたように，学習者
の学習意欲の向上，授業後の復習の促進と定着，学習効果の向上を目的としている． 
 これに対し，実証実験の結果では，まず，M 大の復習状況に関しては，2011 年度の従
来の学習形態による復習実施率が 4 割強であったのに対し，2012 年度提案 BL による実施
率は，ほぼ 9 割以上となっており，大幅に改善された．また，T 大と比べると，締切内の
実施率では，M 大が T 大を下回るものの， T 大のような復習を全くしない学習者は出て
おらず，後期では T 大を上回る高い復習実施率が実現していた．これにより，M 大におい
ても，提案により復習促進の効果が期待できると推測される． 
 また，定期試験の結果については，M 大の 2012 年度の平均点は，2008 年度を上回り，
提案による効果が推測される．この M 大の平均点は，同様に BL を適用した T 大と比較し
て低いが，これは非語学系学科と言語専攻学科との違いによるものと推測される． 




























 本章では，第二外国語としての初修中国語学習における効果的な BL の実現を目的とし
て，ガニェの 9 教授事象に基づき 3 段階学習プロセスを提案し，中国語復習用 e ラーニン
グ教材を設計するとともに，教材作成ツール Hot Potatoes を利用した教材の開発方法，及
50 
 
び学習管理システム Moodle による教材の提供方法を明らかにし，BL 環境を構築した． 









 以上により，提案 3 段階学習プロセスは，言語専攻学科及び非語学系学科のいずれの授
業においても，実践可能であり，またそれによる学習効果が期待できるといえる． 








3 章 初修中国語BLのためのeラーニング教材設計 
    指針の作成 
    
3.1 はじめに 





 しかしながら，3 段階学習プロセスの提案は，e ラーニングを含む BL 全体の構成，及び
各プロセス間の分担と関係を規定するものであり，また e ラーニング教材自体の動機づけ
設計手法は未完で，その効果測定方法も開発されていなかった． 
 一方，初修語学復習用 e ラーニングでは，教師や他の学習者の介在による動機づけが限
定的となるため，対面授業と比べ，教材自体による動機づけがより重要となる．すなわち，

































表 3.1 初修中国語 eラーニング教材の設計・開発 
 提案 動機づけ方法 
三枝
(2)
 iPhone で動くアプリケーションの開発方法 動機づけ方法については言及していない 
田邉・清原
(3)































3.3 初修中国語 BLのための eラーニング教材動機づけ設計指針 
 先行研究における課題を踏まえ，本研究では，ID 理論のなかで動機づけ設計モデルとし
て広く用いられてきた ARCS モデルに基づき，第二外国語としての初修中国語 BL のため
の e ラーニング教材動機づけ設計指針を作成する． 
 
3.3.1 ARCS モデル 
 ARCS モデルは，教育工学者 Keller が，動機づけに関する心理学研究の成果や実践から
得られた知見を広範かつ詳細に確認し，それらを整理統合する形で動機づけモデルを提案
するものであり，ID モデルの中でも教育活動の魅力を直接的に扱うものとして最も広く知
られた理論の一つである (13)．この ARCS モデルでは，学習における動機づけ要因を注意
（Attention），関連性（Relevance），自信（Confidence），満足感（Satisfaction）の 4 項
目に分類し，その頭文字を取って ARCS モデルと名付けられている． 
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表 3.2 ARCS モデルの 4 要因と下位分類 





































3.3.2 外国語学習における ARCS モデルの適用 
 これまで ARCS モデルは，外国語学習においても，理論的枠組みとして，動機づけ研究
や教育実践に影響を与えてきた．例えば，Dörnyei は，プロセスモデルに先立って，外国
語学習場面における授業特有の動機づけの構成要素（シラバス，指導教材，指導法，学習
課題）に関する要因として，Keller による 4 要因（ARCS モデルの原形）(15)を取り入れて
いる(17)．しかし，この研究でも教材の設計方法には言及していない．また，Chang & 
Lehman は，英語 e ラーニング教材の設計において，ARCS モデルの 4 要因から，関連性
とその下位分類を適用している(18)．しかし，他の注意，自信，満足感の 3 要因を含めた体
系的な設計が議論されていない． 
 これらに対し，本研究では，ARCS モデルに基づき，e ラーニング教材の動機づけ設計
指針を体系的に作成することを目標とする． 
 
3.3.3 ARCS モデルに基づく e ラーニング教材の動機づけ設計指針の作成 





デルの 4 要因によりながら，動機づけの方向性を決定した（表 3.3）． 
 次に，この方向性を前提として ARCS モデルに基づき，Keller & Suzuki が提案する
ARCS モデルを応用したコンピュータ教材設計のための 44 の動機づけ方略リスト(16)を参
考に，e ラーニング教材の動機づけ設計指針を作成した．ここで，Keller & Suzuki の方略
は，コンピュータ教材一般向けのものであるのに対し，本 e ラーニング教材は，完全自習
教材ではなく，初修語学学習における復習教材であるため，ARCS モデルの 4 要因及び 12
の下位分類を枠組みとしつつ，Keller & Suzuki が提案する 44 の方略を個々に検討し，中







































表 3.4 Keller & Suzukiの動機づけ方略を参照した本 e ラーニング教材の動機づけ設計指針
（抜粋） 











Use animation, inverse, flash, sound 
and other audio and visual capabilities 

















・Interplay of instruction and response
（教授と反応の相互作用） 
Intermingle information presentation 










 また，例えば「A3. 変化性」のうち，2 番目の方略である「Interplay of instruction and 
response（教授と反応の相互作用）」については，参照項目として選択しないこととした．
これは，本教材が 3 段階学習プロセスによる BL 用の復習ドリル教材であり，ここでは，












 以上のように 44 の動機づけ方略を個々に検討し，そのなかから 28 の方略を選択・参照





表 3.5 ARCS モデルに基づく本 e ラーニング教材動機づけ設計指針 


























































































   ストの一貫性 
各練習内容とテストに一貫性があり，かつ学習目標に合わ
せて用意する． 
表中の設計指針 1 から 28 の番号は，本文中の（指針番号．）に対応している．また，†印で示す設計指
針は，本 BL における復習用 e ラーニング教材として必要となる指針であることを示す． 
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 実証実験の対象は，M（女子）大学 2012 年度初修中国語授業として開講される週 2 コ
マのうち，筆者が 1 コマ分を担当する前期「中国語ⅠB(d) 」と後期「中国語ⅡB(d) 」の
各 2 クラスを対象とした（表 3.6）． 
 M 大学では，履修上全授業でセメスター制が採用されているが，当該授業については前
後期で継続性を有する内容としている．実験クラスの受講生は，所属が 6 学科，学年も 1
年生のほかに 3 年生が若干名含まれるなど，混合型編成となっている．人数は，クラス 1
は前後期とも 11 名で，クラス 2 は前期 19 名，後期 16 名で，このうち前後期とも本授業







表 3.6 実験対象授業 
 
授業科目名 学科 学年 
人数 
クラス 1 クラス 2 
前期 中国語ⅠB(d) 六つ 1 年，3 年若干名 11 名 19 名 
後期 中国語ⅡB(d) 同上 同上 同上 16 名 
 
(2) 実験手続き 
 実証実験では，2012 年度前期第 2～13 回，及び後期第 1～13 回の授業において，計 25
回 BL を適用した．このなかで，前期後期合わせ，21 回の e ラーニング復習課題（発音学











 本調査票は，設計指針に基づく e ラーニング教材に対する学習者の評価を調査し，本設
計指針の実践可能性を確認することを目的としている．作成に当たっては，Keller の調査











本研究で作成した e ラーニング教材の設計指針を評価するためには，IMMS をそのまま使
用するのではなく，それを参照し（表 3.7），また，本設計指針と対応するよう，e ラー
ニング教材を評価するための調査票を作成した（表 3.8）． 
 例えば，本 e ラーニング教材は，主にクイズや反復練習により基礎学習事項を定着させ
るための内容であるため，IMMSの 1番や 2番などは，本研究の調査票に適用可能である．
ここでは，それらを参照して，本調査票の項目 2) と項目 1) を作成し，それぞれが「設計
指針 19．適切な難易度」と「設計指針 1．視覚的効果」に対応している．また，IMMS の
36 番なども適用でき，それを参照して，本設計指針全体を評価するための総合評価項目
29) などを作成した． 
 一方，本 BL においては，新しい学習は第 1 段階の対面授業で行い，第 2 段階の e ラー
ニングはその定着を目指すものであるため，IMMS の 12 番や 34 番などの新学習におけ 
 
表 3.7 IMMS を参照した本調査票（抜粋） 
IMMS の質問項目 参照 本調査票の質問項目 
 1 When I first looked at this lesson, I had the 
  impression that it would be easy for me. 
○ 
 2)（初めてこの教材を見たとき）簡単 
  そうだと感じましたか． 
 2 There was something interesting at the be- 
  ginning of this lesson that got my attention. 
○ 
 1)（初めてこの教材を見たとき）おも 
  しろそうだと感じましたか． 
12 This lesson is so abstract that it was hard 
  to keep my attention on it. 
×  
19 The exercises in this lesson were too difficult. ○ 
 6)（教材を一通り利用してみて）難し 
  かったですか． 
34 I could not really understand quite a bit of 
  material in this lesson. 
× 
 
36 It was a pleasure to work on such a well- 
  designed lesson. 
○ 
29) この教材で復習したことは，よかっ 




表 3.8 本 eラーニング教材動機づけ設計指針と本調査票の対応関係 
ARCS 
















 3．邪魔の削除 4) (初めてこの教材を見たとき)画面構成はわかりやすかったですか． 
A2 











 6．フォーマットの変化 14) 様々な形式の設問によって，飽きずに取り組むことができましたか． 





 8．人間味ある表現 9) 身近なものに感じましたか． 














12．得点記録システム 25) 自分の履歴や得点などの復習状況が確認できることは，やる気につながりましたか． 












16．前提条件 24) 音読練習は，単語や文例を覚えるのに役立ちましたか． 
17．学習の目安 20) 学習目標や所要時間を示していることは，学習上の目安として役に立ちましたか． 
C2 






20．脱出コントロール 19) 何度でも問題をやり直せることはよかったですか． 
21．学習ペースのコントロール 18) 自分のペースでできましたか． 









24．応用問題 7) 達成感が得られましたか． 
25．次の課題への転移 26) 復習した内容は，次回の授業の会話練習に役立ちましたか． 
S2 26．称賛と励まし 22) 正解に対する称賛，誤りに対する励ましは，復習を続けていくのに役立ちましたか．  
S3 
27．目的と問題構成の一貫性 24) 音読練習は，単語や文例を覚えるのに役立ちましたか． 
28．学習目標と練習内容，テス 
  トの一貫性 
7) 達成感が得られましたか．  
総合評価 
5) (教材を一通り利用してみて)面白かったですか． 
7) (教材を一通り利用してみて)達成感が得られましたか．  
8) (教材を一通り利用してみて)復習に意欲的に取り組めましたか．  
27) 会話練習は，学習した中国語が使えたという達成感につながりましたか．  












 こうして，IMMS の 36 項目から 21 項目を参照して，本調査票の 21 項目を作成した．
そのうえで，IMMS にはなく，特に e ラーニング教材の機能に関する設計指針，例えば「指
針 7．機能的な統合」や「指針 15．フィードバック」などに対応する本調査票の項目 11)，














 質問項目 2)「簡単そうだと感じましたか」については，肯定と否定がそれぞれ 7 人(26%)
で，「どちらともいえない」が 13 人(48%)となっており，感想が分かれた．そのほかの 3




表 3.9 教材に対する印象・感想 
質問項目 5 4 3 2 1 M SD 
評価 
順位 
(a) 初めてこの教材を見たときの印象         
1) 面白そうだと感じましたか．  9 13  5  0 0 4.1 0.7 18 
2) 簡単そうだと感じましたか．  1  6 13  5 2 3.0 0.9 29 
3) 勉強してみたいという気持ちになりましたか．  5 13  8  0 1 3.8 0.9 25 
4) 画面構成はわかりやすかったですか． 12 12  2  1 0 4.3 0.8 13 
(b) 教材を一通り利用してみた感想         
5) 面白かったですか． 11 15  1  0 0 4.4 0.6  9 
6) 難しかったですか．  2 10  8  6 1 3.2(2.8)※ 1.0 30 
7) 達成感が得られましたか．  8 16  3  0 0 4.2 0.6 15 
8) 復習に意欲的に取り組めましたか．  5 14  6  2 0 3.8 0.8 24 
(c) 教材の内容について         
9) 身近なものに感じましたか． 10 11  6  0 0 4.1 0.8 19 
10) イラストにより，興味を呼び起こされましたか． 10 10  6  1 0 4.1 0.9 20 
11) 音声やイラストは，単語を覚えたり，会話や文章を理解するのに役
立ちましたか． 
17  9  1  0 0 4.6 0.6  4 
12) 日常会話を中心とした内容は，あなたの興味や関心に合っていまし
たか． 
12  9  6  0 0 4.2 0.8 17 
13) 単語や重要文例は多すぎましたか．  0  3  7 12 5 2.3(3.7)※ 0.9 27 
(d) 教材の練習について         
14) 様々な形式の設問によって，飽きずに取り組むことができましたか．  6 16  5  0 0 4.0 0.6 21 
15) 時間がかかりすぎて，面倒に感じることがありましたか．  2  3  9 10 3 2.7(3.3)※ 1.1 28 
16) ログインしてから，練習問題にすぐにアクセスできましたか． 21  3  2  1 0 4.6 0.8  6 
17) 一歩ずつ進む形式は，自信につながりましたか．  8 11  6  2 0 3.9 0.9 23 
18) 自分のペースでできましたか． 14 11  2  0 0 4.4 0.6 10 
19) 何度でも練習問題をやり直せることはよかったですか． 21  6  0  0 0 4.8 0.4  2 
20) 学習目標や所要時間を示していることは，学習上の目安として役に
立ちましたか． 
10 10  5  2 0 4.0 0.9 22 
21) 解答をして，正解･不正解がすぐにわかることはよかったですか． 23  4  0  0 0 4.9 0.4  1 
22) 正解に対する称賛，誤りに対する励ましは，復習を続けていくのに
役立ちましたか． 
 9  9  5  3 1 3.8 1.1 26 
23) 単語練習で，誤りに対するヒントは，役に立ちましたか． 16  8  2  1 0 4.4 0.8 12 
24) 音読練習は，単語や文例を覚えるのに役立ちましたか． 18  4  5  0 0 4.5 0.8  8 
(e) その他         
25) 自分の履歴や得点などの復習状況が確認できることは，やる気につ
ながりましたか． 
13 10  3  1 0 4.3 0.8 14 
26) 復習した内容は，次回の授業の会話練習に役立ちましたか． 15  9  3  0 0 4.4 0.7 11 
27) 会話練習は，学習した中国語が使えたという達成感につながりまし
たか． 
11 11  5  0 0 4.2 0.7 16 
28) この教材で楽しく復習することができましたか． 17  9  1  0 0 4.6 0.6  5 
29) この教材で復習したことは，よかったですか． 17 10  0  0 0 4.6 0.5  3 
30) 今後も，このような復習教材を利用したいですか． 14 13  0  0 0 4.5 0.5  7 
n = 27, （5＝思う，4＝まあまあ思う，3＝どちらともいえない，2＝あまり思わない，1＝思わない）（M：平均値，SD：標準偏差） 
※ 質問項目 6)，13)，15)は，否定的な文章で述べられているので，（ ）内は反転した後（5=1，4=2，3=3，2=4，1=5）の平均値で 





 質問項目 6)「難しかったですか」については，12 人(44%)の学習者が「思う」か「まあ
まあ思う」と答えていた．そのほかの 3 項目では，19 人(70%)から 26 人(96%)の学習者が
教材を肯定的に評価していた． 
(c) 教材の内容，(d) 教材の練習 
 質問項目 15)「時間がかかりすぎて，面倒に感じることがありましたか」については，5
人(19%)のみが「思う」か「まあまあ思う」と答え， 13 人(48%)が「あまり思わない」か
「思わない」と答えていた．そのほかの 15 項目では，17 人(63%)から 27 人全員の学習者
が，教材の内容と練習を肯定的に評価していた． 
(e) その他 






める質問に対して，回答者 27 人のうち，26 人が感想を寄せ， 22 件が利点，12 件が欠点
や要望を述べていた．また，感想のうち，Web 教材一般に関するものと ARCS モデルに
























 よく楽しかった (3) 
















 すかった (3) 
・並べ替えや穴埋めの問題が楽しかった，もっ 
 と多くてもいい (1) 
・毎回しっかり復習できたので基礎を身に付け 
 ることができた (1) 
・少し単語の数が多い気がした (1) 
・何を表したイラストかわからないときがあっ 
 たので，日本語訳を付けてほしい (1) 
・重要文例練習の回答の画面のときに，日本語 
 訳も一緒にあるとよいなと思います (1) 
































 最後に「(e) その他」の 6 項目すべてが高く評価され，このうち，ほとんどの学習者が
26) 復習した内容は次回の授業の会話練習に役立った，27) 会話練習は学習した中国語が

























 本章は，初修中国語学習における学習意欲をより高める BL を実現するために，ID 理論
である ARCS モデルに基づき，BL のための e ラーニング教材動機づけ設計指針を作成し
た． 
 また，作成した設計指針を適用した e ラーニング教材を用い，実授業を対象とした通年













4 章 初修中国語 BL 用教科書の開発 
 
4.1 はじめに 
 2 章と 3 章では，初修中国語における効果的な BL の実現のために，ID 理論に基づき，
3 段階学習プロセスを提案するとともに，BL 用 e ラーニング教材の動機づけ設計指針を作
成した．また，実授業を対象とした実証実験を通して提案手法による学習意欲の向上，復
習状況の改善，学習効果の向上といった効果を確認した(1)～(3)． 
 しかしながら，これまでの実践で利用していた教科書は 10 年以上前に筆者と日本人教
師 A が共同で開発した従来形態の授業用のものであり，その内容や構成は，必ずしも本研







 また，次節で述べるように，既存の大学向け初修中国語の教科書や e ラーニング教材に
おいても，他大学の教員や学習者に対し，汎用的に利用可能な形での BL 用教科書及び学
習管理システムを含む e ラーニング環境は提供されておらず，教科書の執筆者や e ラーニ
ング環境の設計者以外が当該教科書や e ラーニング環境による BL を実施することは困難
となっている．すなわち，他教員も汎用的に BL を実施できるようにするためには，学習
管理システムによる e ラーニング環境も併せて提供する BL 用教科書の開発が必要といえ
る． 
 そこで本章では，提案 BL の本格的な実践に向け，使用する一連の教材や教授用資料を
より使いやすく，また，学習管理システムも他の教員や学習者が利用できるようにするた
めに，提案手法に基づき，大学中国語教科書の出版における初の試みとして，学習管理シ




 そのうえで，開発した『ToBiRa』を用い，実授業を対象に提案 BL を適用した実証実験
を行い，『ToBiRa』の有効性を確認する． 
 
4.2 初級中国語 eラーニング教材出版，公開の状況 




 近年，大学授業用初級中国語教科書としては，各出版社合わせて，毎年 2 桁に及ぶ教科
書が出版され，その多くには音声 CD が付属している．一方，e ラーニング教材を含め，
文字，音声，映像などを統合的に扱ったマルチメディア教材全体で見ると，ビデオ，映像
DVD 及び PC 用 CD-ROM の出版は，ほぼ A 社 1 社に限られている．また e ラーニング教









4.2.2 初級中国語 e ラーニング教材公開の状況 
 上記の A 社と H 社が紹介している e ラーニング教材をはじめ，現在，一部の大学が開
発した e ラーニング教材は，インターネット上で無料公開されている．例えば，東京外国













 上記の課題を踏まえ，本研究では，大学初級中国語学習における効果的な BL の実現，
並びにその広い提供のために提案手法に基づく BL 用教科書『ToBiRa』を設計・開発する． 
 
4.3.1 3 段階学習プロセスに基づく『ToBiRa』の設計 
 まず，現在の大学中国語授業環境下では週 1 コマのペースで行われる授業が主流となっ
ているため，『ToBiRa』もこのような授業で使用可能なように，週 1 コマ，全 30 回用に





(1) 段階 1：授業用教材 




ット化して DVD に収録した．ここでは，大学の軽音楽部を舞台とした中国人交換女子留 
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表 4.1 『ToBiRa』の全体構成 
 
段階 1 段階 2 段階 3 
対面授業による 
新しい学習 







       
・PC 用 DVD-ROM（Web 教材接続用） 
・e ラーニング教材（内容は Web 教材 







・映像 DVD（スキット，  










 紙教材による教科書においては，本課では各課 4 ページからなり，その内容構成は，全
体として，提案 3 段階学習プロセスの段階 1 で行う様々な学習活動を提供し，さらに，各
部分は限られた授業時間に合わせ簡潔な内容としている（表 4.2，図 4.1，図 4.2）．こ
うした内容構成で，音声 CD と映像 DVD を組み合わせて活用することにより，対面授業
における学習内容の効果的な導入，提示，理解，練習が期待できる． 
 
表 4.2 教科書本課の各課の内容構成 
ページ 内容 形式（分量） 
1~2 
会話文 前半・後半に分ける（約 4 句×2） 
基本練習 会話文の一部を言い換える（2 問×2） 
新出語句 （3 ページ目の語句を含め，合計で約 30 語） 
3 4 技能練習 （各練習約 3 問） 
4 
文法のまとめ 文法事項の解釈（2 項目） 
確認問題 
設問 1．語の並べ替えや空欄埋め（2 問） 




















 (2) 段階 2：授業後復習用教材 
 段階 2 の授業後の e ラーニングによる復習においては，学習者の自習を促し，授業の不
足を補い，学習事項の定着を図る観点から，教科書に所収のドリル以外に，新たに練習問
題を作成して，復習教材を用意した．その内容構成は，対面授業における学習内容に基づ
き，発音学習 7 回（最後の 1 回は詩の朗読と事後テストである），本課学習 12 回，全 19
回分から構成した． 
 発音学習は，各回ごとに発音とドリルから構成し，ドリルは，1．発音，2．力試し，3．





ない音読練習と反復練習について，授業用映像 DVD に収録されている 3 パターンの音読
練習を e ラーニング教材でも提供するようにした．これにより，授業後の復習においても，
効果的な音読練習を可能としている． 
 また，これらの復習用 e ラーニング教材をインターネット上で公開するとともに，同教







                                                   
注 1）朝日出版社の Moodle サイト，http://www.asahitext-c.com/ 























表 4.3 本課復習の各課の練習 
 
形式 分量 想定学習時間 
1．単語練習 
・発音のリピート 
・2 択 1 のクイズ 





教科書会話文 5 分 
3．重要文例練習 ・語の並び替え 約 5 問  2 分 
4．チャレンジ 
   
・聞き取り練習 ・多肢選択のクイズ 1～2 つの会話（約 7 問）  3 分 
・書き取り練習 ・ピンイン入力と漢字変換 4～5 語 2 分 
   
  計 15 分  
 
表 4.4 本課各課のテスト問題 
 形式 分量 
1．単語問題 ピンインの多肢選択クイズ 5 問 
2．リスニング問題 多肢選択クイズや書き取り 4 問 
3．作文問題 和文中訳 3 問 
 




らかじめ音声 CD に収録しておき，担当教員の便宜を図っている． 














4.3.2 e ラーニング教材動機づけ設計指針の適用 
 上記の設計に加え，本 e ラーニングにおける学習意欲をより高めるために，3 章で作成
























図 4.7 学習目標提示画面 
 
 






























 本実験は，M 大 2013 年度初修中国語授業として開講される週 2 コマのうち，筆者が 1
コマ分担当する前期「中国語ⅠB(d) 」の 2 クラスを対象とする．受講者は 1 年次の 4 学















 以上の実験授業の実施概況を表 4.5 に示す． 
                                                   
注 1）スマートフォン用教材は一部の機種のみに対応しているため，今回の実践では，Moodle 上の e ラー 
  ニング教材のみを使用することとした． 







表 4.5 2013 年度前期実験授業の実施概況 
授業回 第 2～7 回 第 8～14 回 








 『ToBiRa』を利用した 2013 年度前期においては，同大 2012 年度前期『飛天』を利用
した場合 (3)と同様に，ほぼ 9 割以上の学習者が復習を行っていた．ただし，締切内の実施
率は，主に 12～13 人（5 割）あたりで推移しており，2012 年度前期の締切内の実施率（6
～7 割）より若干低い（表 4.6）． 
 
(2) 定期試験結果 




表 4.6 2013 年度前期の復習実施状況 
授業回 
(第～回) 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
実施者数 
  
25 25 25 24 25 25 25 25 
 
24 23 23 
締切内 20 ― 19 12 13 13 22 12 12 10 18 
n = 25, （学習履歴により確認） 
1）斜線は，e ラーニングによる復習課題を課さなかった授業回を示す． 
2）第 4 回は，記録が未保存．また，第 9 回は，教材の使用方法の練習を兼ねて，復習課題を授業で実施 
  したため，締切り内実施率が高い． 
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表 4.7 定期試験結果 
 2012 年度※1）前期(n = 23) 2013 年度前期(n = 24)※2） 
『飛天』を利用した提案 BL 『ToBiRa』を利用した提案 BL 
 設問項目（満点） M SD M SD 
発
音 
音節の聞き取り（15）   8.5 2.1 10.1  2.3 
声調の書き取り（9）  6.6 1.6  6.9  2.2 
挨拶語（6）  4.9 1.5  5.0  1.5 






単語のピンイン（15） 10.4 3.0  9.8  2.7 
文法の穴埋め（15） 12.5 2.3 13.3  3.0 
リスニング（20） 16.8 1.7 15.1  4.8 
和文中訳（20） 17.7 2.0 15.0  4.8 
合計（70） 57.4 5.6 53.1 13.0 
全体合計（100）  77.4 6.6 75.2 17.1 
M：平均，SD：標準偏差  
※1）2012 年度の設問項目における配点が 2013 年度と異なっていたため，ここで両年度の得点を比較で 
   きるように，2012 年度の得点を 2013 年度の配点基準で新たに集計し直した． 
※2）実験対象者 25 名のうち，24 名が受験した． 
 
(3) アンケート結果 














図 4.11 『ToBiRa』の授業用教科書について 
 
 
（2012 年度前期末アンケートの回答者数は 29 名であった．） 






















M大2013年度前期 (n = 25)
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M大2013年度前期 (n = 25)(グラフ内の数字は人数を表す)




















M大2013年度前期 (n = 25)





 本研究で開発した『ToBiRa』は，2 章並びに 3 章により得られら成果に基づいており，
学習意欲の向上，自習の促進，学習効果の向上を目的としている．  
 これに対し，2013 年度前期『ToBiRa』の有効性を確認する実証実験の結果では，まず，
提案 BL の復習状況に関しては，2012 年度前期『飛天』を利用した提案 BL と同様に，ほ
ぼ 9 割以上の学習者が復習を行っていた．これにより，『ToBiRa』を利用した提案 BL に
おいても，復習促進の効果が期待できると推測される． 





 しかしながら，2013 年度前期における復習の締切内実施率が，2012 年度前期より 1～2













 本研究は，大学初修中国語学習における効果的な BL を実現するために，ID 理論に基づ
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き，3 段階学習プロセスによる BL を提案するとともに，BL 用 e ラーニング教材の動機づ
け設計指針を作成してきた． 














5 章 結論 
 本論文では，大学の初修中国語学習において，学習意欲の向上，授業後自習の促進，学
習効果の向上のために，通常の対面授業と授業後の e ラーニングを組み合わせた効果的な
BL を開発することを目的とし，教育活動の効果・効率・魅力を高めるための ID 理論に基









習管理システムを含む e ラーニング環境を提供していない． 
 こうした現状と課題を踏まえ，本論文では，まず，2 章で，初修中国語 BL の学習プロ
セスの設計手法を提案した．一般に，外国語学習においては，「提示」，「理解」，「練
習」，「産出」という 4 種類の学習活動が不可欠である．すなわち，外国語学習における






習を実現するために，ガニェの 9 教授事象に基づき，対面授業，授業後の e ラーニング，
及び次回の授業によるテスト・発展学習からなる 3 段階学習プロセスを提案し，学習活動，
連携方法，指導方略，評価方法を明らかにした．また，提案学習プロセスによる BL を実












 次に，2 章で提案した 3 段階学習プロセスを前提とし，3 章では，動機づけの観点から，
初修中国語 BL のための e ラーニング教材の設計指針を提案した．一般に，初級語学 e ラ
ーニングでは，教師や他の学習者の介在による動機づけが限定的となるため，対面授業と
比べ，教材自体による動機づけがより重要となる．すなわち，BL のための e ラーニング
においても，学習意欲の向上を図るためには，学習プロセスの設計だけでなく，e ラーニ
ング教材自体による動機づけが必要であり，そのための設計を明らかにする必要がある．
そこで，本研究では，ID の動機づけ設計理論である ARCS モデルに基づき，初修中国語
BL のための e ラーニング教材の設計指針を作成した．具体的には，ARCS モデルの 4 要
因及び 12 の下位分類を枠組みとしつつ，Keller & Suzuki が提案する ARCS モデルを応















管理システムを伴う e ラーニング環境を提供する BL 用教科書『ToBiRa』を開発，出版し
た．本教科書は，コミュニケーション能力の育成を目指しながら体系的な学習内容を提供
できるよう，本研究で提案する 3 段階学習プロセスに基づき，対面授業用教材（教科書，
音声 CD，映像 DVD），授業後の e ラーニング教材（PC 用 Web 教材，学習管理システム








 以上，本論文では，大学の初修中国語学習における既存 BL の課題を解決し，効果的な





科書を開発，出版し，これにより，体系的な BL 用教科書及び学習管理システムを含む e
ラーニング環境を，他大学の教員や学習者に提供することを実現した．  
















 以上の新たな三つの課題に取り組み，初修中国語学習におけるより効果的な BL を引き
続き開発していくことが，今後早急に取り組むべき課題と考えている．  
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表 Keller & Suzukiの動機づけ方略と本教材の動機づけ設計指針 
ARCS 
モデル 
Keller & Suzuki の動機づけ方略注 1） 
参照
注 2） 









































                                                   



















































































































































































































い．                                                                                                                                                            
 






















































































































































































































































































































【教材構成】 （※ ここでは『飛天』Web（e ラーニング）教材を取り上げて設計手法を述べる） 
  Ⅰ．メニュー画面 









図 B.1 メニュー画面例 

























































 ・1 番目の単語練習では，ピンインの多肢選択クイズを通して単語（特にその発音）に 
  習熟する． 
 ・2 番目の聞く練習では，単語練習に出た語を用いた会話を聞き，その意味を聞きとる． 
 ・3 番目の書き取り練習では，短い文を聞き，文の空欄に練習した単語のピンイン（ロ 
  ーマ字表記）をキーボードで入力し，さらに漢字に変換する． 
 ・4 番目の重要文例練習では，語の並び替えを通して語順に習熟し，同時に各文例を暗 

































（指針 17．学習の目安）．また，各回で練習する単語は 10 個前後とすることで，学習者


























































































































































な学習意欲につなげる（指針 8．人間味ある表現；指針 9．具体性提示のイラスト）．  
 
29． 


























































中国語の授業と『飛天復習用 Web 教材』に関する事後アンケート 
 










学生番号    





１．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
２）この授業に意欲的に取り組むことができたと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
３）この授業を通じて、中国語の初級会話の基礎を学習することができたと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
４）この授業を通じて、初級中国語の学習に自信が得られたと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
５）この授業を通じて、満足感が得られたと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
６）この授業を通じて、中国語を学習することが好きになったと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
７）これからも中国語の勉強を続けてみたいと思いますか。 








  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
２）この復習教材を利用して、意欲的に学習ができたと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
３）この教材を利用して、継続的に復習ができたと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
４）平均して、毎週何回程度この教材を使って復習を行いましたか。 
  １．１回未満（やらなかったときがある）   ２．１回程度     ３．２回程度         ４．３回以上 
 
５）平均して、この教材を使った復習に毎回どのくらいの時間をかけましたか。 
  １．30分以上   ２．20分～30分  ３．10分～20分  ４．10分未満 
 
６）この教材による単語練習の際に、録音の後について単語を音読（暗唱）しましたか。 









１）毎回重要単語を 10 個くらい復習しましたが、この分量についてどう思いますか。 
１．少ない   ２．やや少ない   ３．ちょうどいい   ４．やや多い   ５．多い 
 
２）単語練習の難易度についてどう思いますか。 









１．少ない   ２．やや少ない   ３．ちょうどいい   ４．やや多い     ５．多い 
 
５）聞く練習の難易度についてどう思いますか。 





  １．少ない   ２．やや少ない   ３．ちょうどいい   ４．やや多い     ５．多い 
 
７）書き取り練習の難易度についてどう思いますか。 




  １．少ない   ２．やや少ない   ３．ちょうどいい   ４．やや多い     ５．多い 
 
９）重要文例の練習の難易度についてどう思いますか。 







１．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
２）この復習教材の操作方法はわかりやすかったと思いますか。 
１．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
３）この復習教材による練習は進めやすかったと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
４）この復習教材の音声は十分聞きやすかったと思いますか。 




  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
６）この復習教材はリスニング力の向上に役に立ったと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
７）この復習教材は会話力の向上に役に立ったと思いますか。 
１．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
８）全体的に見て、この復習教材により効率よく学習ができたと思いますか。 
１．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
９）全体的に見て、この復習教材により学習効果があったと思いますか。 
   １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
10）この教材を使った学習を通じて、中国語の学習に自信が得られたと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
11）この教材を使った学習を通じて、満足感が得られたと思いますか。 
  １．思う      ２．まあまあ思う      ３．どちらとも言えない      ４．あまり思わない      ５．思わない 
 
12）これからも、このような復習用教材を利用してみたいと思いますか。 





















           
           
           
           
           








           
           
           
           
           














中国語の授業と『飛天復習用 Web 教材』に関するアンケート 
 










学籍番号    
















１）楽しく学習できましたか・・・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
２）意欲的に取り組めましたか・・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
   
３）中国語の基礎が学べましたか・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
４）難しかったですか・・ ・・・・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
５）中国語を学習することに自信が持てましたか・・５    ４   ３   ２   １ 
 
６）満足感が得られましたか・・・・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
   
７）中国語を学習することが好きになりましたか・・５    ４   ３   ２   １ 
   










 ５．思う   ４．まあまあ思う     ３．どちらとも言えない 
 ２．あまり思わない   １．思わない 
 
２）毎回どのくらいの時間をかけましたか。 
 ４．30 分以上     ３．20 分～30 分   ２．10 分～20 分    １．10 分未満 
 
３）単語練習のときに、声を出して音読しましたか。 
 ４．ほぼ毎回した   ３．時々した   ２．あまりしなかった   １．全くしなかった 
 
４）重要文例の練習のときに、声を出して音読しましたか。 

















１）面白そうだと感じましたか ・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
２）簡単そうだと感じましたか・ ・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
  
３）勉強してみたいという気持ちになりましたか ５    ４   ３   ２   １ 
 




５）面白かったですか ・・・・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 













６）難しかったですか・・・・・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
７）達成感が得られましたか ・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 




９）身近なものに感じましたか ・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
   
10）イラストにより、 
  興味を呼び起こされましたか ・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
11）音声やイラストは、単語を覚えたり、 
  会話や文章を理解するのに役立ちましたか・５    ４   ３   ２   １ 
 
12）日常会話を中心とした内容は、 
  あなたの興味や関心に合っていましたか・・５    ４   ３   ２   １ 
 





  飽きずに取り組むことができましたか・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
15）時間がかかりすぎて、 
  面倒に感じることがありましたか・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
16）ログインしてから，  
  練習問題にすぐにアクセスできましたか・・５    ４   ３   ２   １ 
 
17）一歩ずつ進む形式は、 














18）自分のペースでできましたか・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
19）何度でも練習問題をやり直せる 
  ことはよかったですか・・・・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
20）学習目標や所要時間を示していることは、 
  学習上の目安として役に立ちましたか ・・ ・５    ４   ３   ２   １ 
 
21）解答をして，正解･不正解が 
  すぐにわかることはよかったですか・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
22）正解に対する賞賛、誤りに対する励ましは、 
  復習を続けていくのに役立ちましたか・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
23）単語練習で、誤りに対するヒントは、 
  役に立ちましたか・・・・・・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
   
24）音読練習は、単語や文例を覚えるのに 




  できることは、やる気につながりましたか・ ・５    ４   ３   ２   １ 
 
26）復習した内容は、次回の授業の会話練習 
  に役立ちましたか・・・・・・・・・・・・ ・５   ４   ３   ２   １ 
  
27）会話練習は、学習した中国語が使えた 
  という達成感につながりましたか・・ ・・・・５   ４   ３   ２   １ 
   
28）この教材で楽しく復習することができましたか ５   ４   ３   ２   １ 
   
29）この教材で復習したことは、よかったですか・・５   ４   ３   ２   １ 
   






    ど）を書いてください。 
 
            
            
            
            
            





    学習形態に対する感想（利点、欠点、要望、そのほか感じたことなど）を書いてく 
    ださい。 
 
            
            
            
            
            































学生番号    







 授業用テキスト『中国語の ToBiRa』 
 









１）このテキストで楽しく学習できましたか・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
２）授業中の DVD による会話練習は役に 
  立ちましたか・・・・・・・・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
３）テキストの様々な練習問題で学習内容が 
  理解できましたか・・・・・・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
４）テキストの内容は難しかったですか・・ ・・ ５    ４   ３   ２   １ 
 
５）今後も、このような授業用テキストを 














６）この Web 教材を利用して継続的に 
  復習することができましたか・・・・・・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
７）Web の復習に意欲的に取り組めましたか・・・５    ４   ３   ２   １ 
 
８）音読練習のときに、声を出して音読しましたか。 
 ４．ほぼ毎回した   ３．時々した 












９）この Web 教材で復習したことは、 
  よかったですか・・ ・・・・ ・・・・・・・５   ４   ３   ２   １ 
 
















  自分の力を確認することができましたか・・・・５   ４   ３   ２   １ 
 
12）確認小テストとその後に行う自己訂正、音読練習で、 
  不十分な所を補うことができましたか・・・・・５   ４   ３   ２   １ 
 
13）自己紹介やインタビューなどの練習は、学習した中国語が 
  使えたという達成感につながりましたか・・・・・５   ４   ３   ２   １ 
 
14）ブレンディッドラーニングによる 
中国語の学習は効果があると思いますか・・・・５   ４   ３   ２   １ 
  注：ブレンディッドラーニングとは、テキスト『中国語の ToBiRa』を使った授業、 










 ① iPhone 
 ② iPad 
 ③ Android のスマートフォン 
 ④ Android のタブレット 
 ⑤ その他（    ） 
 ⑥ わからない 
 
２）あなたはパソコンを持っていますか。 




 ① はい 











































































































































































































































































1_ 8 すぐに正解、不正解が出るのがよかった。 
 
1_ 9 （空欄となっている） 
 








































































































1_ 9 （空欄となっている） 
 
1_10 予習 → 授業 → 復習のサイクルができるので、よいと思いました。 
 




Web を使い復習したことを再度次の授業でテストすることで合計 2 回復習できるの
でとてもよかった。 
 

























2_ 9 Ⅲ-1 と同様、プリントで宿題を出されるより、復習がしやすくてよかったです。 
 
2_10 Web 教材はなんだか頭に残りやすいので、けっこういい感じに学習できました！ 
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Development and Practice of Blended Learning 




Abstract: This study sought to develop blended learning (BL) that combined normal 
face-to-face classes and e-learning after class in order to increase motivation to learn Chinese in a 
beginner’s course in university, encourage independent study after class, and increase the 
effectiveness of that instruction. 
 
 Over the past few years, Japanese universities have had more places than students.  Students 
have greatly diminished motivation to learn and they spend insufficient time studying outside of 
class.  The current author is responsible for teaching beginning Chinese as a second foreign 
language in university.  In addition to the characteristics of the Chinese language, there are limits 
on the time spent in Chinese classes, so independent study after class, and particularly independent 
study that emphasizes listening, is absolutely essential. BL has garnered attention as one way to 
deal with these issues, and it should result in effective language learning that draws on the 
advantages of both face-to-face classes and e-learning.  However, existing BL of Chinese has 
been designed based on the experiences of individual instructors. Specific methods of instructional 
design have not necessarily been organized conceptually nor has BL been adequately validated 
empirically.  Moreover, other university instructors and students have not been given textbooks 
for systematic BL or an e-learning environment (that includes learning management systems).  
Thus, instructors other than instructional designers have difficulty universally implementing BL.   
 
 Given this context, the current study proposed a method based on instructional design (ID) to 
implement effective BL of beginning Chinese as a second foreign language.  This study then 
developed and implemented BL based on that method. 
 In specific terms, this study proposed a 3-phase learning process based on Gagne’s Nine Events 
167 
 
of Instruction, which is a fundamental theory of instructional design.  This study systematically 
presented specific learning activities and teaching strategies for each phase.  An experiment was 
then conducted using the proposed method to teach actual classes in both language courses and 
non-language courses.  The proposed method was found to be effective, i.e. it increased the 
motivation to learn, it improved review, and it increased the effectiveness of instruction.   
  Guidelines for design of e-learning materials for the BL of beginning Chinese as a second 
foreign language were developed from the perspective of motivation.  These guidelines are based 
on the ARCS model of motivation in instructional design and seek to further increase the 
motivation to learn through BL.  An experiment in BL was then conducted in actual classes using 
e-learning materials following the proposed guidelines.  A survey was devised in accordance with 
the guidelines for design of e-learning materials, and this survey indicated the potential to 
implement those guidelines.   
 In light of these findings, a multimedia textbook for BL of Chinese in university was developed 
based on the proposed method for design of a learning process and the guidelines for design of 
e-learning materials.  This textbook, “Gateway to Chinese,” was then published.  As a result, 
learners will be given a learning environment that should increase their motivation to learn, 
encourage independent study, and increase the effectiveness of instruction.  Instructors will be 
been given an e-learning environment that includes learning management systems, which should 
aid in the implementation of BL.  An experiment was conducted in actual classes using the 
developed textbook.  Results revealed that the textbook allows successive classes to be conducted 
and it should increase learners’ motivation to learn, encourage their independent study, and 
increase the effectiveness of instruction.   
 
